
 

 

★経営支援事例★ 島根県の取り組み（令和 2年度） 

金物店が〝地元野菜〟と〝本格お菓子〟の販売開始で新たな一歩 

＊店主 木下美恵さん・朗さん＊ 

これまで様々な支援をして頂

いております。とりわけ、補助

金の活用については、大畑さん

から都度、助言を得つつ当店の

取り組みが充実するように

と、お世話を焼いてもらってま

す！ 

＊大畑英徳（経営指導員）＊ 

店主とご家族の努力があっ

て事業が成り立ち、地域を支え

ているのだと、木下ご夫婦をみ

ていつも思っています。ま

た、明るく生き生きとした姿勢

に勇気付けられています。これ

からも頑張って下さい。 

 

堀井金物店／川本町商工会 

■業種   小売り（金物・建築資材・猪罠） 

■住所   島根県邑智郡川本町大字川本623-8 

■電話番号 0855-72-0488 

■営業時間 7：00～19：00 

■定休日  日曜日 

■ＨＰ   「堀井金物店」で検索 

https://www.shishiwana.com/page/14 

創業当初から、時代と共に移り行く地域に合わせてお店を営む、町の金物・建築資材屋さん。平成 17年

から全国の猟師の役に立てればと、誰でも扱いやすい構造の「シシハンター（猪罠）」をネットにて販売。

「商店街のにぎわいを取り戻したい！」との想いも強く、令和元年からは週に 1度「野菜市」を開催。金物

店の域に留まらず、チャレンジを続ける 3代目店主の木下美恵さんと夫の朗さんにお話を伺ってきました！ 

 

取り組みの成果・効果を教えてください！ 

大畑さんからの後押しもあって、商品陳列用の棚と冷凍庫を購入することができました。導入して間も

ない状態ですが、棚に野菜やお菓子を並べて、少しずつ販売を始めています。まだ冷凍庫は商品を入れて

販売する段階に至っていませんが、着々と準備を進めています。高齢化が進む地元にあって、“金物店”だ

からとそれだけを売って経営をしていくことは難しいと感じています。だからこそ、色々なことに勇気を

もって踏み出すことが会社の存続と地域の貢献にもつながると考え、楽しみながら取り組んでいます！ 

取り組みのきっかけはなんですか？ 

近所で野菜販売をしていた方が高齢で辞められ

たのを機に、地元農家の同級生から協力を得て、野

菜市を始めました。今後は町の特産品販売やイタ

リアで受賞歴を持つパティシエの息子が手掛ける

お菓子の販売も思い付き、専用の商品陳列棚や冷

凍庫を揃えたいことを商工会へ相談しました。 

商工会からどのような支援を受けられましたか？ 

商工会の大畑さんから、町の補助金の活用を勧

めてもらい申請することにしました。その中で、単

なる棚の購入だけではなく、購入後の活用シーン

の想定も含めた店舗運営方法や、販売価格・販売

量等の計画も立て、「新事業」の形について、何度

もやり取りを重ね、一緒に構想していきました。 

 私は 

『 小売店等持続化支援事業（町補助金） 』 

                     を活用しました！ 
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